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Memory T cells possess an innate-like function in local protection from mucosal 
infection 
メモリーT 細胞は粘膜感染に対して防御的な自然免疫様機能を持つ 
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粘膜感染症は、世界的に大きな健康被害をもたらしている。抗原特異的な組織常在T細胞

は、感染に対するバリア機構の維持に重要である。感染症におけるこれまでの研究から、メ

モリーCD8 T細胞はT細胞受容体非依存的に、すなわち抗原非特異的に病原体に対して自

然免疫的な防御機能を持っている可能性があることが示唆されている。バイスタンダーT細胞

の活性化が粘膜感染において重要な防御機構であるかどうかは、十分に理解されていな

い。そこで、著者らは経粘膜ウィルス感染モデルである単純ヘルペスウイルス2型（HSV-2）感

染モデルに対して、メモリーCD8 T細胞が自然免疫的な機能によって防御できるかどうかを検

討した。その結果、抗原特異性がないにもかかわらず、メモリーCD8 T細胞がHSV-2の致死

的な感染に対して保護的な機能を持つことが示唆された。HSV-2感染時、抗原非特異的CD8 

T細胞は、局所において増殖するのではなく、早期に局所へ浸潤し、感染粘膜組織でバイスタ

ンダーとして活性化されることが確認された。バイスタンダー活性化T細胞は、HSV-2感染後

の初期のウィルス活性を抑制するのに十分であることが示された。また、感染後の局所微小

環境では、サイトカイン刺激がマウスおよびヒトの粘膜組織メモリーCD8 T細胞のバイスタン

ダー活性化を十分に誘導できることが示された。以上のことから、CD8メモリーT細胞の感染

局所でのバイスタンダー活性化は、粘膜組織における感染に対する迅速かつ効果的な自然

免疫応答として機能することが示唆された。 
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